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1 は じ め に

「ゆきちからJは高タンパク質で製パン性に優れると

ともに,耐倒伏性及び耐寒雪性の強い品種であることか

ら,積雪地帯である福島県会津地域においても栽培され

ている。「ゆきちからJは幼穂形成始期と出穂期に追肥

を行うことによつて,収量と子実中のタンパク質含量を

安定的に高めることができる ヽ しかし会津地域は,積

雪により生育が抑制され,収量とタンパク質含量が他の

地域より低い傾向にある。

積雪地帯において,高タンパク質で多収な「ゆきちか

ら」を安定的に栽培する技術を確立するため,肥効調節

型肥料を用いた施肥技術について検討した。

2試 験 方 法

(1)試験場所 福島県農業試験場会津地域研究支場

(2)試験年度 2001～ 2002年 播種

(3)播種日  10月 5～ 6日

(4)播種法  密条播(条間 30cm)

(5)播種量  0 8kg/a

(6)施肥量  基肥 N別記、P20'18、 降0:16

追肥 N別 記

(7)区の構成 下表の通り

表 1 区の構成および施肥量(kya)

試験区名      基肥窒素  追肥窒素施用量
肥料名 施用量  幼形期 出穂期

標準施肥    普通化成  10  03  03
LP40 1 6kg    LP40  16   -  ―

LP40 1 0kg         LP40     10     -     ―

LP40 1 0kg+出穂期迫月巳 LP40  10  -  03

注)LP40 1 0kg+出穂期追肥は 2002年播種のみ

3 試験結果及び考察

(1)肥効調節型肥料の窒素溶出率

LP40の窒素溶出率を図 1に示す。 10月 上旬に施肥 し

た LP40の空素は,会津地域で「ゆきちから」が幼穂形

成始期になる 3月 中～下旬で約 50%が溶出し,出穂期

になる 5月 上旬で約 75%が溶出した。

(2珈肥法と越冬後の生育の推移

生育期間中の茎数と穂数の推移を図 2に示す。肥効調

節型肥料を用いた区は越冬後の茎数と穂数が標準施肥区

に比べて多くなつた。SPAD502に よる越冬後の葉色の

推移を図 3に示す。肥効調節型肥料を用いた区の葉色は

標準施肥区に比べ安定的に濃く推移した。また出穂期追

肥を行つた区は迫肥後,葉色が濃くなつた。

(3)収量及び子実中の粗タンパク質含量

施肥法と収量の関係を図 4に示す。収量は標準施肥区

に比べ,肥効調節型肥料を基肥として施肥した区で増収

した。出穂期追肥を上乗せ施用をしたLP40 1 0kgI出 穂

期追肥区と追肥を行わなかつた LP40 1 0kg区との収量

差はほとんど無かつた。施肥法と子実中の粗タンパク質

含量の関係を図 5に示す。子実中の粗タンパク質含量は

基肥施肥のみだと低下する。しかし出穂期追肥を上乗せ

施用することによつて,パン・中華めん用小麦の‖5～

140%と されている品質評価基準値を確保できるものと

考えられる。

4ま と め

積雪地帯において, タンパク質含量が高い高品質な

「ゅきちからJを安定的に栽培するためには,基肥に肥

効調節型肥料を施肥し,出穂期に追肥を行うことが有効

である。
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図1 肥効調節型肥料(LP40)の溶出割合(2001年播種)

注)出穂期 :5月 3日
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一 LP40 1 ЮkgI出穂期追肥
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図2 施肥法と茎数・穂数の推移 (2002年播種)

注)横軸 ( )内 は月日

櫻 瑚 巴 LP40 1驚 LP40 1磁 LP40 1晩
+出穂期劇巴

図4 施肥法と収量の関係
(2001～ 2002年播種)
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図3 越冬後の葉色の推移 (21102年播種 )

注)幼穂形成始期 :3月 18日

出穂期 :5月 7日

越冬前   越冬後
(11/15)     (3/20)

成熟期
(6/19)

脚 LP40 1雌 LP40 1礎 LP40 1礎

十出閥麒随」肥

施肥法と子実中の粗タンパク質

含量の関係 (2001～ 2002年播種)

― 標準搬

一 LP40 1 6kg

― LP40 1 0kg

―O―酬

― LP40■ 6蛇

+LP40 1礎
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図 5


